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設計の実務的計算処理が必要な場合，平行変形法を応用して対処が可能であるこ

とを示しておこう。

図5.4の①の状態は，回転軸Xに対してθ傾いた斜板の状態である。上辺を軸

Xの方向にAからBまで平行移動すると，軸Xに対して板が垂直な状態②となる。

このように平行移動して変形すると，板厚が tから bに板の縦幅が cから c1に変

化する。板厚b，縦幅 c1は，

b＝ ＝ ＝69.28［mm］ （5.8）

c1＝ c cosθ＝400×cos30°＝346.41［mm］ （5.9）

このように変形しても図5.4に示すように，軸Xから距離 zにある微小質量

dm＝a（t／cosθ）dz･ρは，変わらないことが理解できよう。ここに斜板の全質量

mを［kg］，［cm］単位で計算すると，

m＝abc1ρ

m＝6.928×30.0×34.641×7.86×10－ 3
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5.1 物体形状の平行変形法

図5.4に示すような横幅 b＝300［mm］，縦幅 c＝400［mm］，厚さ t＝60

［mm］の板を，重心軸xGに対してXZ面にθ＝30°傾いた回転軸Yのまわり

に回転させたい。この傾斜板の軸Yに関する慣性モーメント IYを求めよ。材

質の密度はρ＝7.86×10－ 3［kg／cm3］とする。
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m＝56.59［kg］ （5.10）

状態②であれば，公式表2.1，式� Iyの公式が適用できるので，Y軸に関する

慣性モーメント IYは

IY＝ m（b2＋ c1
2）

IX＝ ×56.59×（302＋34.642）

IX＝9902.92［kg･cm2］ （5.11）

さまざまな形状を組み合わせた物体の慣性モーメントを求めるとき，基本的形

状の対称部分を取り除いたもの，例えば半円や半球などを含む場合がある。一般

にこれらの物体の重心を通る軸に関する慣性モーメントの計算は面倒であるが，

以下に述べる対称分割法によれば比較的簡単に求められる。この方法は，実用上

非常に応用範囲が広い。

以下に，ある形状物体を等分割した場合，分割された物体の慣性モーメントを

どのようにして求めればよいか，その考え方を長方形板を例にして以下に述べよ

う。

5.2.1 長方形板（直方体）の等分割法と慣性モーメント

図5.5�～�に，基になる質量mの直方形板①の重心Gを原点にX，Y，Z軸を

定め，これをXZ面で等分割したもの②，さらに②をYZ面で等分割した四半分

の長方形板③を示す。

1）X軸（Y軸）に関する等分割長方形板の慣性モーメント

まず図5.5のX軸に着目して考える。図�の1／2長方形板②のX軸に関する慣

性モーメント IX2は，直感的にもとの長方形板の慣性モーメント IXの1／2になる

と考えられるが，正しいかどうか確かめてみよう。

①の長さA，幅B，厚さCとして，IX2＝ IX／2とすると，公式表2.1，式� IXより
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正誤表
「慣性モーメント設計計算」で誤りがありましたので訂正しお詫びいたします。
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